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２
０
１
８
年
よ
り
市
内
の
各
所
で
実
施
し
て

き
た
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展
を
、

２
０
２
１
年
２
月
１
日（
月
）よ
り
３
月
28
日（
日
）

ま
で
四
条
通
り
地
下
通
路
（
阪
急
電
車
所
管
）
を

会
場
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
当
機
構
の
「
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー

タ
」
を
活
用
し
て
、
高
精
細
の
作
品
画
像
を
Ｂ
１

サ
イ
ズ
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
に
し
て
展
示
す
る
も

の
で
す
。
や
や
も
す
れ
ば
無
機
質
に
な
り
が
ち
な

連
絡
通
路
や
地
下
通
路
と
い
っ
た
公
共
空
間
に

「
ア
ー
ト
の
彩
り
」
を
与
え
、
華
や
ぎ
を
演
出
す

る
と
、
通
行
す
る
市
民
な
ど
か
ら
大
き
な
反
響
と

好
評
を
得
て
い
ま
す
。

本
年
は
京
遊
連
社
会
福
祉
基
金
の
助
成
を
得

て
、
新
作
品
を
中
心
に
新
た
な
パ
ネ
ル
を
追
加
制

作
し
ま
し
た
。
地
下
通
路
の
四
条
通
麩
屋
町
通
り

か
ら
同
柳
馬
場
通
り
間
１
５
０
ｍ
に
わ
た
っ
て
作

品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
70
点
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
に
四
条
通
近
辺
に
お
い
で
の
際
は
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
に
配
置
し
た
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
い
た
だ
く
と
、
作
品
や
作
品

ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
の
購
入
問
い
合
わ
せ
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
購
入
希
望
の
作
品
や
ポ

ス
タ
ー
パ
ネ
ル
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ど
し
ど
し
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 開 催 中

展 覧 会

報　　告

展 覧 会

開催中の『公共空間にアートの彩り! 』展の作品に見入る通行人

天
才
ア
ー
ト
展
２
０
２
０

「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」

を
開
催

２
０
２
０
年
９
月
26
日
（
土
）
か
ら
10
月
４
日

（
日
）
ま
で
の
９
日
間
、
第
８
回
天
才
ア
ー
ト
展

２
０
２
０
「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
を
当
機
構

の
拠
点
で
あ
る
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ 

新
道

ア
ト
リ
エ
（
元
新
道
小
学
校
）
に
て
開
催
し
ま
し

た
。
通
常
、
ア
ト
リ
エ
に
は
一
般
の
方
の
見
学
を

受
け
入
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の
よ
う
に
全

面
公
開
し
て
展
覧
会
を
開
催
す
る
の
は
初
め
て
の

試
み
で
し
た
。

本
展
で
は
、
普
段
制
作
を
し
て
い
る
ア
ト
リ
エ

『
天
才
ア
ー
ト
が
や
っ
て
き
た
‼

～
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
～
』展

（
開
催
中
）

を
会
場
に
、
制
作
場
所
の
横
に
作
品
を
展
示
す
る

こ
と
で
制
作
中
の
作
品
を
含
め
て
、
ま
さ
に
「
い

ま
、
こ
こ
で
」
作
品
が
生
ま
れ
る
臨
場
感
の
あ
る

展
示
を
行
い
ま
し
た
。
来
場
者
か
ら
は
「
創
造
の

現
場
を
目
撃
で
き
る
こ
と
が
う
れ
し
い
。
あ
の
作

品
が
こ
ん
な
風
に
作
ら
れ
て
い
る
と
は
…
」
と

い
っ
た
声
か
ら
、「
ア
ト
リ
エ
ス
ペ
ー
ス
そ
の
も

の
が
ま
る
で
作
品
み
た
い
」
な
ど
と
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
小
企
画
と
し
て
「
い
ろ
い
ろ
い
ろ
」「
も

の
も
の
も
の
」
も
別
教
室
に
て
同
時
に
開
催
し
ま

し
た
。「
色
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
多
彩
な
色
で

つ
く
ら
れ
た
作
品
の
部
屋
と
、
白
黒
の
モ
ノ
ク
ロ

で
作
ら
れ
た
作
品
の
部
屋
で
構
成
す
る
こ
と
で
、

天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
登
録
作
家
た
ち
が
も

つ
多
様
な
制
作
ス
タ
イ
ル
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た

ま
し
た
。

今
後
も
「
オ
ー
プ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
」
や
記
録

映
像
の
公
開
な
ど
を
通
じ
て
、
作
家
た
ち
の
制
作

の
現
場
の
熱
量
を
感
じ
て
も
ら
え
る
発
表
の
場
を

作
っ
て
い
き
ま
す
。

事
業
統
括　
京
都
市
歩
く
ま
ち
京
都
推
進
室

展
示
企
画　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
障
碍
者
芸
術
推
進
研
究
機
構

展
示
協
力　
阪
急
電
鉄
株
式
会
社

助　
　
成　
公
益
財
団
法
人
京
遊
連
社
会
福
祉
基
金
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さ
ら
に
参
加
し
た
人
た
ち
同
士
が
つ
な
が
り
合

い
、
気
づ
き
を
与
え
合
う
機
会
と
な
る
こ
と
を
目

指
す
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

展
覧
会
場
で
は
、当
機
構
の
登
録
作
家
（
８
名
）

に
よ
る
作
品
２
２
７
点
を
、
京
都
市
国
際
交
流
会

館
所
蔵
の
京
都
市
各
姉
妹
都
市
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

テ
ィ
の
紹
介
パ
ネ
ル
・
工
芸
品
等
と
共
に
展
示
を

し
ま
し
た
。

古
来
よ
り
人
が
何
か
を
作
り
上
げ
て
き
た
想
像

力
は
国
を
超
え
、
歴
史
の
中
で
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
き
ま
し
た
。
文
化
を
基
軸
と
し
た
都
市
運
営

を
し
て
い
る
京
都
市
も
ま
た
、
パ
リ
を
は
じ
め
多

く
の
文
化
都
市
と
姉
妹
都
市
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

テ
ィ
提
携
を
結
び
、
国
際
的
な
文
化
交
流
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

そ
の
京
都
市
を
拠
点
と
す
る
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
そ
の
作
品
も
、

決
し
て
社
会
や
歴
史
と
無
関
係
に
作
ら
れ
た
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
作
品
は
モ
チ
ー
フ

や
ス
タ
イ
ル
な
ど
、
意

図
せ
ず
と
も
社
会
や
歴

史
か
ら
大
き
く
影
響
を

受
け
、
そ
し
て
未
来
へ

と
想
像
力
を
引
き
継
い

で
き
ま
し
た
。
い
か
な

る
状
況
下
に
お
い
て
も

決
し
て
途
切
れ
る
こ
と

な
く
脈
々
と
流
れ
る
、

人
々
の
豊
か
な
想
像
力

が
「
つ
な
が
る
世
界
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
ま

し
た
。

品
５
６
０
点
を
展
示
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

か
ら
昨
年
の
来
場
者
数
よ
り
半
減
し
ま
し
た
が
、

９
日
間
の
会
期
中
に
４
４
１
人
の
来
場
者
が
あ

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
見
る
と
第
１
回
か
ら
の
フ
ァ

ン
や
他
都
府
県
の
方
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。

な
お
本
展
は
第
１
回
展
同
様
に
、
希
望
者
に
出

展
作
品
を
販
売
し
、
７
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
新
た
な
作
家
・
作
品
よ
り
50
点
程

度
を
昨
年
度
立
ち
上
げ
た
京
都
市
障
害
者
芸
術
作

品
ア
ー
カ
イ
ブ
（
略
称
＝K

A
PW

A
D

）
に
追
加

予
定
で
す
（
２
０
２
１
年
３
月
に
デ
ー
タ
ア
ッ
プ

予
定
）。

東
山
区
人
権
啓
発
展
示

本
展
は
東
山
区
よ
り
依
頼
を
受
け
て
毎
年
８
月

に
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
余
波

に
よ
り
、今
年
は
12
月
１
日
（
火
）
よ
り
11
日
（
金
）

ま
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

本
年
で
７
年
目
と
な
る
今
展
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
原
画
展
示
で
は
な
く
、
当
機
構
の
１
３
０
０
点

を
超
え
る
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
し
た
「
作
品

ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
」
31
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

こ
の
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
は
B1
判
サ
イ
ズ

（
タ
テ
１
０
３
０
×
ヨ
コ
７
３
０
ミ
リ
）
で
、
東

山
区
総
合
庁
舎
１
階
の
展
示
ホ
ー
ル
を
全
面
使
用

し
た
展
示
は
、
作
品
を
一
堂
に
鑑
賞
で
き
る
と
好

評
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
を
使
っ
た
作
品

展
示
は
、
公
共
地
下
道
な
ど
で
の
『
公
共
空
間
に

ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展
で
の
活
用
な
ど
、
今
後
も

展
示
の
機
会
を
増
や
し
て
い
く
予
定
で
す
。

第
２
回
京
都
市
障
害
者
芸
術
作
品
展
が
11
月
14

日
（
土
）
よ
り
23
日
（
月
・
祝
）
ま
で
９
日
間

（
16
日
月
曜
日
休
館
）、
中
京
区
に
あ
る
堀
川
御
池

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
展
は
、
市
内
の
障
害
福
祉
事
業
所
や
総
合
支

援
学
校
で
ア
ー
ト
創
作
活
動
に
取
り
組
む
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
一
堂
に
展
示
す
る
も
の
で
、

京
都
市
よ
り
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
が
委
託
を

受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
よ
り
開
催
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
感
染
予
防
対
策
を
徹
底
し
て
無
事
開
催
に
至

り
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
あ
っ
て
も
、
作
業
所
や
学
校
、
そ

し
て
自
宅
な
ど
の「
ウ
チ
」で
制
作
を
続
け
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
創
造
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
そ
の
作
品
を
、

「
ソ
ト
」
で
あ
る
社
会
へ
発
信
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
と
し
て
、
新
た
な
作
家
24
名
を
含
む
54
名
の
作

会場風景（撮影：守屋友樹）

「
こ
ね
こ
ね
コ
ネ
ク
ト

つ
な
が
る
世
界

C
O
N
N
EC
T

⇄
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」展

２
０
２
０
年
12
月
９
日
（
水
）
か
ら
12
月
13
日

（
日
）
ま
で
、「
こ
ね
こ
ね
コ
ネ
ク
ト
つ
な
が
る
世

界　

CO
N

N
ECT

⇄
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」

をkokoka

京
都
市
国
際
交
流
会
館
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

本
展
は
文
化
庁
委
託
事
業
「
令
和
２
年
度
障

害
者
に
よ
る
文
化
芸
術
活
動
推
進
事
業
」
で

あ
る
「CO

N
N

ECT

⇄
」（
コ
ネ
ク
ト
）
の

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

「CO
N

N
ECT

⇄
」
と
は
障
害
の
あ
る
な
し
に
関

わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
感
性
・
特
性
を
持
つ
人
た

ち
が
芸
術
や
文
化
、歴
史
に
気
軽
に
ア
ク
セ
ス
し
、

第
２
回
京
都
市
障
害
者
芸
術
作
品
展

「
ウ
チ
か
ら
ソ
ト
へ
・

ソ
ト
か
ら
ウ
チ
へ
」
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京
都
桂
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催

「
第
２
回
心
の
絵
展
」に
出
展

京
都
桂
川
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
第
２

回
心
の
絵
展
」〔
会
期
：
昨
年
12
月
１
日
（
火
）

か
ら
６
日
（
日
）、会
場
：
ギ
ャ
ラ
リ
エ
ヤ
マ
シ
タ
〕

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同
展
は
、
障
碍
の
あ
る
方

の
社
会
参
加
が
よ
り
広
が
る
こ
と
を
願
い
、
ア
ー

ト
に
取
り
組
む
京
都
の
社
会
福
祉
事
業
所
や
総
合

支
援
学
校
で
制
作
さ
れ
た
作
品
を
展
示
さ
れ
て
い

る
も
の
で
、
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
か
ら
も
７

人
の
作
家
が
参
加
し
、
56
点
の
作
品
を
出
展
し
ま

し
た
。
来
場
者
は
、
ど
の
作
品
も
興
味
深
く
鑑
賞

さ
れ
、
大
胆
さ
や
緻
密
さ
、
鮮
や
か
な
色
彩
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
の
特
徴
に
関
心
と
感
動
の
声
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

「
心
の
絵
展
」
は
、
今
後
も
京
都
桂
川
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
の
継
続
事
業
と
し
て
開
催
を
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

下
京
区

『
ま
ち
な
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
』展

～
ホ
テ
ル
エ
ミ
オ
ン
京
都
１
階
ロ
ビ
ー

昨
年
12
月
22
日
（
火
）
よ
り
１
月
21
日
（
木
）

ま
で
、
下
京
区
ふ
れ
あ
い
事
業
実
行
委
員
会
主
催

で
「
下
京A

rt &
 H

ISTO
RY

～A
rt

の
チ
カ

ラ
で
ま
ち
に
元
気
を
‼
」
の
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
に

出
展
し
ま
し
た
。

会
場
は
、
昨
年
夏
に
開
業
し
た
『
ホ
テ
ル
エ
ミ

オ
ン
京
都
』
の
１
階
メ
イ
ン
ロ
ビ
ー
。
２
階
ま
で

吹
き
抜
け
で
物
販
店
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
回
廊
の
よ

う
に
な
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
展
示
・
販
売
空

間
で
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
下
京
区
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

や
カ
フ
ェ
・
物
販
店
・
ホ
テ
ル
な
ど
を
会
場
に
作

品
を
展
示
し
、〔
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
は
作
品
の
展

示
・
販
売
の
場
を
、
お
店
に
は
新
た
な
来
訪
客
や

フ
ァ
ン
の
拡
大
の
機
会
を
、
来
訪
者
に
は
身
近
に

ア
ー
ト
に
触
れ
る
と
と
も
に
新
た
な
お
店
の
発
見

の
機
会
を
提
供
す
る
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
よ
し
」、

「
お
店
よ
し
」、「
来
訪
者
よ
し
」
三
方
よ
し
〕
の

コ
ン
セ
プ
ト
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
鑑
賞
者
は
、

下
京
区
内
の
歴
史
散
歩
も
兼
ね
て
楽
し
め
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
紹
介
～

作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ザ
イ
ン
活
用

当
機
構
は
、

「
作
品
ア
ー
カ

イ
ブ
」
を
活
用

し
た
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
グ
ッ
ズ
の

制
作
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ

は
ア
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
を
得
意
と

す
る
登
録
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

デ
ー
タ
を
「
ス
マ
ホ
ケ
ー
ス
・
Ｔ
シ
ャ
ツ
・
マ
グ

カ
ッ
プ
」
な
ど
に
デ
ザ
イ
ン
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
制
作
・
販
売
代
行
を
す
る
〈SU

ZU
RIC

〉

を
介
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

使
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
昨
年

度
の
公
益
財
団
法
人
車
両
競
技
公
益
資
金
記
念
財

団
の
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
支
援
を
目
的
と
す

る 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す
る
助
成
」
を
得

て
導
入
し
た
高
性
能
な
機
種
で
、「
使
い
や
す
い
」

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
の
評
価
も
高
く
、
活
動
の

能
率
も
向
上
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
販
売
に
よ
る
収
益
よ
り
画
像
使
用
料

を
ロ
イ
ヤ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、
原
画
販
売
な
ど
の

収
益
と
合
わ
せ
て
作
家
に
還
元
し
、
そ
の
経
済
的

自
立
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
な
お
、「
作
品
ア
ー

カ
イ
ブ
」
に
つ
い
て
は
、
企
業
や
団
体
な
ど
が
デ

ザ
イ
ン
活
用
で
き
る
よ
う
「
デ
ー
タ
提
供
」
も
し

て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
エ
コ
バ
ッ
グ
に

作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
提
供　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に
よ
る
海
洋
汚
染
問
題
の

深
刻
化
を
受
け
、
昨
年
７
月
よ
り
ス
タ
ー
ト
し
た

「
レ
ジ
袋
有
料
化
」
か
ら
半
年
が
過
ぎ
、マ
イ
バ
ッ

グ
持
参
な
ど
が
少
し
ず
つ
定
着
し
て
き
ま
し
た
。

京
都
市
で
も
環
境
政
策
局
の
ご
み
減
量
推
進
課

を
中
心
に
様
々
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
う
し
た
動
き
を
進
め
る
た
め
に
、「
エ
コ

バ
ッ
グ
」
の
制
作
を
企
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
エ

コ
バ
ッ
グ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン
に
当
機
構
の

作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
と
「
ウ
ミ
ガ
メ
」
を

テ
ー
マ
に
し
た
作
品
の
２
点
を
、
バ
ッ
グ
片
側
に

プ
リ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
コ
ッ
ト
ン
生
地
製
の
エ

コ
バ
ッ
グ
は
、
小
さ
く
折
り
た
た
め
ば
カ
バ
ン
や

ハ
ン
ド
バ
ッ

グ
な
ど
に
収
ま

る
優
れ
も
の
で

す
。
イ
ベ
ン
ト

会
場
な
ど
で
ご

み
減
量
の
意
識

啓
発
や
意
識
向

上
に
向
け
て
配

布
さ
れ
ま
す
。

ギャラリーの2階に展示された天才アートKYOTOの作品

会場風景

パソコンを操作してミュージアムグッズを制作

TSUCHIYA AKIOさん（左）、川田優也さん（右）作品
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天 才
アート
ノート

髙橋 美佳

川嶋 誉大

川嶋 誉大　Yoshihiro KAWASHIMA　1996年生
川嶋は色画用紙にクレパスを横にして描くことで、表裏両面にオール・オーヴァー（全面
を覆う）な作品を描きます。完成された作品は「奥行き」や何かを描いた「形」もなく、「色彩」
と「痕跡」があるのみですが、実は彼が描く時はダイナミックに身体を全部使い、時にリ
ズムをとりながら描いていきます。激しい動きから生まれた静謐な画面こそが彼の作品の
魅力の一つといっていいでしょう。

佐野 彰洋

佐野 彰洋　Akihiro SANO　2003年生
鉛筆でドローイング作品を制作する佐野彰洋の制作方法は、常に電卓で数式を計算しながら鉛筆で描くという、非常に特殊
なプロセスを経て制作されます。その制作風景を見ていると、まるで複雑な数学を計算して解き続けているようにも見えます。
そこから計算で導かれた難解な数式や複雑な幾何学的形状、あるいは思考の産物とも判別がつかないドローイングが描かれ
ます。佐野の複雑な数学の末に導かれた作品を前にした時、観客は世界の不思議を解き開かす「鍵」を手に持ったような感
覚になるのかもしれません。

『無題』　W297×H420mm　画用紙・ペン　2020 年制作

『クレパスのグラデーション』　W540×H390mm
画用紙・クレパス　2016 年制作

『少年たち』　
F40 号

（W803×H1,000mm
キャンバス・アクリル絵
の具　2018 年制作

『クレパスのグラデーション』　W540×H390mm
画用紙・クレパス　2016 年制作

髙橋 美佳　Mika TAKAHASHI 1965年生
髙橋はアクリル絵の具でキャンバスに、融合した身体、目、笑顔、接吻、向日葵や光り
輝く太陽など象徴的なモチーフを散りばめ描くことで、人の心の深淵をのぞいたような、
鑑賞者に強烈な印象を与えます。そのテーマの多くは髙橋が体験した記憶が基になって
いますが、同時に誰しもが遭遇しうる普遍的な人間の因果や業のようにも感じられます。

『無題』　W297×H420mm
画用紙・ペン　2020 年制作

『地獄の接吻』　
W410×H530mm
キャンバス・アクリル絵
の具　2018 年制作
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て
く
だ
さ
い
ま
す
。

材
料
は
透
明
の
ス
コ
ッ
チ
テ
ー
プ
（
粘
着
力
が

強
く
、
長
時
間
経
っ
て
も
黄
ば
み
に
く
く
、
キ
レ

イ
が
続
く
）
の
24
ミ
リ
、
18
ミ
リ
、
15
ミ
リ
の
３

種
類
を
使
い
ま
す
。

ま
ず
、
50
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
引
っ
ぱ
っ
て
切
り
、

そ
れ
を
左
の
手
の
平
を
上
に
し
て
中
指
の
先
か
ら

肩
の
方
へ
向
か
っ
て
長
く
貼
り
ま
す
。
右
手
の
中

指
で
左
手
の
指
先
か
ら
テ
ー
プ
を
細
く
、
く
る
く

る
と
巻
い
て
マ
カ
ロ
ニ
サ
イ
ズ
の
ス
ト
ロ
ー
の
よ

う
な
筒
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
を
長
さ
の
違
う
も
の

と
組
み
合
わ
せ
て
、
ど
ん
ど
ん
横
に
並
べ
て
つ
な

げ
て
い
き
、
あ
る
程
度
の
と
こ
ろ
で
渦
潮
の
よ
う

に
丸
く
ま
と
め
て
い
き
ま
す
。
そ
の
周
り
に
次
の

組
み
合
わ
せ
を
同
様
に
付
け
て
い
き
、
大
き
く
し

て
い
き
ま
す
。
最
後
は
隙
間
を
埋
め
る
よ
う
に
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
一
本
ず
つ
は
め
込
ん
で
行
き
ま
す
。

直
径
10
～
20
セ
ン
チ
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で

●
生
ま
れ
て
か
ら
就
学
ま
で

寛
子
が
生
ま
れ
て
順
調
に
育
っ
て
い
た
は
ず

が
、
１
才
半
健
診
で
私
が
何
気
な
く
言
っ
た
「
名

前
を
呼
ん
で
も
振
り
向
き
ま
せ
ん
」
の
一
言
で
、

係
の
方
が
み
ん
な
顔
色
を
変
え
て
、「
耳
は
聞
こ

え
て
い
る
か
？
」
の
心
配
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
２
カ
月
後
、
４
カ
月
後
と
二
度
も
保
健

所
で
見
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
何
の
変
化
も
な

か
っ
た
の
で
、
児
童
相
談
所
で
発
達
検
査
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
結
果
、
知
的
障
害
を
伴
う

自
閉
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。

知
人
の
話
や
本
な
ど
で
、
う
す
う
す
疑
い
は

持
っ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
知
識
も
な
く
、

た
だ
信
じ
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
一
杯
で
し
た
。

２
才
か
ら
就
学
ま
で
児
童
相
談
所
の
こ
ぐ
ま
園

や
愛
育
園
で
療
育
を
、
近
く
の
幼
稚
園
で
は
健
常

児
の
中
に
入
り
、
一
人
の
先
生
が
付
き
っ
き
り
で

園
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た

●
セ
ロ
テ
ー
プ
と
の
出
合
い

小
学
校
は
地
域
の
学
校
で
育
成
学
級
が
あ
り
、

寛
子
が
入
っ
て
５
人
の
ク
ラ
ス
で
し
た
。
１
年
生

か
ら
学
童
へ
行
き
、
そ
の
後
、
５
年
生
か
ら
学
校

内
の
「
放
課
後
ま
な
び
教
室
」
と
い
う
放
課
後
見

て
く
だ
さ
る
所
へ
行
き
ま
し
た
。
他
の
お
友
達
は
、

宿
題
を
し
た
り
読
書
を
し
た
り
し
て
い
る
中
、
寛

子
は
折
り
紙
や
切
り
絵
、
手
芸
な
ど
見
て
く
だ
さ

る
方
が
丁
寧
に
準
備
を
し
て
く
だ
さ
り
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
か
ら
セ
ロ
テ
ー
プ
も
扱
う
よ
う
に
な

り
、
気
が
付
い
た
ら
く
る
く
る
と
巻
い
て
は
付
け

る
と
い
う
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
テ
ー
プ
を
巻

く
事
が
好
き
で
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
セ
ロ
テ
ー
プ

を
見
る
と
勝
手
に
引
っ
張
っ
て
作
り
始
め
る
の

で
、私
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
理
由
で
、前
も
っ

て
セ
ロ
テ
ー
プ
を
隠
し
て
も
ら
う
よ
う
に
お
願
い

し
て
い
ま
し
た
。
そ
ん
な
時
、「
放
課
後
ま
な
び

教
室
」
の
先
生
が
、「
家
に
い
ら
な
く
な
っ
た
セ

ロ
テ
ー
プ
が
沢
山
あ
る
か
ら
持
っ
て
き
て
あ
げ
る

ね
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
り
、続
け
さ
せ
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
最
初
の
理
解
者
で
す
。
そ
の
お
か
げ

で
完
成
し
た
初
め
て
の
作
品
は
、
現
在
の
物
と
は

違
い
山
の
よ
う
に
上
へ
積
ん
で
い
き
、
ま
る
で

サ
グ
ラ
ダ
・
フ
ァ
ミ
リ
ア
の
よ
う
で
し
た
。
そ
の

作
品
を
置
い
て
卒
業
し
た
の
で
、
後
輩
た
ち
が
一

つ
取
り
、
二
つ
取
り
、
ど
ん
ど
ん
な
く
な
っ
て
い

き
、
私
の
了
解
の
も
と
学
校
の
耐
震
工
事
で
処
分

と
な
っ
た
の
で
、
残
念
な
が
ら
現
在
は
写
真
し
か

残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
ア
ト
リ
エ
会
へ
の
参
加

中
学
か
ら
は
京
都
市
立
西
総
合
支
援
学
校
へ

入
学
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
も
セ
ロ
テ
ー
プ
を
隠
し

て
も
ら
っ
て
い
た
の
で
、
し
ば
ら
く
の
間
は
全
く

や
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
３
の
時
、「
Ｐ

Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｏ
Ｐ
Ｈ
Ｉ
Ａ
」（
京
都
国
際
現
代
芸
術

祭
）
と
い
う
現
代
ア
ー
ト
の
展
覧
会
が
京
都
市
内

の
至
る
所
で
あ
り
、
参
加
の
機
会
を
頂
き
ま
し
た
。

北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
一
部
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
さ
れ

た
「
爆
弾
ア
ー
ト
」
で
有
名
な
中
国
の
現
代
美
術

家
、
祭
國
強
さ
ん
が
作
っ
た
竹
の
ツ
リ
ー
に
、
子

ど
も
た
ち
の
作
品
を
吊
る
し
て
京
都
市
美
術
館
で

展
示
さ
れ
る
と
い
う
企
画
で
、
学
校
内
で
選
ば
れ

た
５
人
の
中
に
偶
然
入
っ
て
い
て
、
用
意
さ
れ
た

材
料
で
何
で
も
好
き
な
も
の
を
作
っ
て
い
い
と
い

う
も
の
で
す
。
寛
子
は
「
待
っ
て
ま
し
た
！
」
と

言
わ
ん
ば
か
り
に
久
し
ぶ
り
の
セ
ロ
テ
ー
プ
を
巻

い
た
の
で
す
。
そ
の
時
の
作
品
が
祭
國
強
さ
ん
を

は
じ
め
、
一
緒
に
来
ら
れ
た
芸
術
大
学
の
先
生
や

「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
関
係
の
方
々
の
目

に
入
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
学
校
の
先
生
に

勧
め
ら
れ
て
「
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
の
門

を
叩
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

寛
子
の
作
品
は
作
っ
て
い
る
時
の
プ
ロ
セ
ス
が

面
白
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
初
め
て
見
た
方
は

「
こ
れ
、
ス
ト
ロ
ー
？
」
と
尋
ね
て
来
ら
れ
た
り
、

細
胞
が
分
裂
し
て
増
殖
し
て
い
る
よ
う
に
も
、
肥

大
化
す
る
未
来
都
市
の
よ
う
に
も
見
え
る
と
言
っ

寛
子
が
生
み
出
す
「
増
殖
」 　
　
　
　
石
原　
睦
子

ご家族さま
より寄稿

天才アート KYOTO の新道アトリエにて制作中

初めてのセロテープ作品
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一
つ
が
出
来
上
り
、

そ
れ
が
集
ま
っ
て

「
増
殖
」
と
い
う
一

つ
の
作
品
に
な
る
の

で
す
。

あ
る
時
か
ら
ク
レ

パ
ス
を
使
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
ず

紙
に
好
き
な
色
の
ク

レ
パ
ス
で
濃
く
塗
り

つ
ぶ
し
、
そ
の
時
に

出
た
ク
レ
パ
ス
の
カ

ス
を
集
め
て
粘
土
の

よ
う
に
手
の
平
で
丸

め
る
と
手
の
平
に
ク
レ
パ
ス
が
付
き
ま
す
。
そ
の

手
で
同
じ
よ
う
に
セ
ロ
テ
ー
プ
を
付
け
て
巻
い
て

い
く
と
、
転
写
さ
れ
て
色
の
付
い
た
も
の
が
で
き

ま
す
。
２
本
目
、
３
本
目
に
な
る
と
段
々
、
淡
い

色
に
な
っ
て
い
き
、
１
本
ず
つ
違
っ
た
色
で
で
き

た
作
品
が
完
成
し
ま
す
。

誰
か
に
習
っ
た
訳
で
も
な
く
、
ま
ね
を
し
た
訳

で
も
な
く
、
計
算
も
な
い
、
た
だ
巻
い
た
り
、
ま

る
め
た
り
、
大
好
き
な
こ
と
を
集
中
し
て
や
っ
て

い
る
だ
け
の
作
品
な
の
で
す
。
２
時
間
も
夢
中
で

続
け
る
と
腕
は
セ
ロ
テ
ー
プ
を
貼
っ
た
形
に
真
赤

に
な
り
、
ど
う
見
て
も
痛
い
は
ず
な
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
私
が
お
し
ま
い
と
言
う
ま
で
止
め
ず
に

や
り
続
け
ま
す
。

●
２
０
２
０
年
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で

う
れ
し
い
事
が
あ
り
ま
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
の

ア
ー
ト
冊
子
の
表
紙
に
寛
子
の
作
品
を
使
っ
て
く

だ
さ
っ
た
の
で
す
。
送
っ
て
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ

を
全
ペ
ー
ジ
見
た
と
こ
ろ
、
あ
の
憧
れ
の
草
間
彌

生
さ
ん
の
作
品
も
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
最
後
の

ペ
ー
ジ
に
一
緒
に
名
前
が
並
ん
で
い
ま
し
た
。
私

は
う
れ
し
さ
の
あ
ま
り
、
知
人
に
言
わ
ず
に
は
い

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
ん
な
日
が
来
る
と
は
思
っ
て
も
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
こ
う
し
て
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
寛

子
を
理
解
し
て
く
だ
さ
り
、
ぐ
ず
ぐ
ず
し
て
い
た

私
の
背
中
を
押
し
て
ア
ト
リ
エ
会
へ
導
い
て
く
だ

さ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
先
生
方
、
そ
し
て
「
天
才

ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
」
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
る

皆
さ
ま
の
お
か
げ
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
一
杯
で

す
。
今
は
西
陣
に
あ
る
「H

ERO
ES

」
と
い
う
生

活
介
護
の
事
業
所
で
、
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
に
携
わ

る
作
業
を
し
て
、
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
欲
の
な
い
娘
が
元
気
で
穏
や
か
に
仕
事

と
制
作
活
動
を
長
く
続
け
て
い
け
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
私
も
静
か
に
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

２
０
１
２
年
９
月
に
開
設
以
来
、
足
か
け
10
年

に
わ
た
り
活
動
を
続
け
て
き
た
『
新
道
ア
ト
リ
エ
』

は
、
入
居
し
て
い
る
元
新
道
小
学
校
の
跡
地
活
用

の
正
式
決
定
に
よ
り
、
本
年
３
月
に
退
去
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
北
区
に
あ
り
ま
す
元
楽
只
小
学

校
跡
地
・
施
設
に
他
の
芸
術
振
興
団
体
と
と
も
に

本
年
４
月
に
移
転
し
ま
す
。
場
所
は
千
本
通
北
大

路
交
差
点
を
少
し
南
に
下
が
っ
た
、
バ
ス
停
か
ら

は
１
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
で
す
。

新
道
ア
ト
リ
エ
に
つ
い
て
は
、
２
０
１
２
年

の
開
設
以
来
、
制
作
活
動
が
軌
道
に
乗
り
、
所
属

作
家
も
ス
タ
ー
ト
時
の
15
名
か
ら
40
名
を
超
え
る

ま
で
に
増
え
、
作
品
も
３
５
０
０
点
を
収
蔵
す
る

ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
２
０
１
５
年
か
ら
は
作
品

ア
ー
カ
イ
ブ
事
業
を
開
始
し
、
現
在
１
３
５
０
点

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
し
て
画
像
デ
ー
タ
の
提

供
を
始
め
、
同
時
に
画
像
デ
ー
タ
を
デ
ザ
イ
ン
活

用
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
等
の
制
作
も
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
１
２
年
か
ら
毎
年
『
天

才
ア
ー
ト
展
』
な
ど
の
主
催
展
覧
会
の
開
催
や
会

報
『
天
才
ア
ー
ト
』
の
発
行
、
企
業
や
自
治
体
が

主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
へ
の
協
賛
コ
ラ
ボ
展
示
な

ど
、「
天
才
ア
ー
ト
の
魅
力
」
を
社
会
に
発
信
す

る
こ
と
で
多
く
の
固
定
フ
ァ
ン
を
得
ま
し
た
。

ア
ト
リ
エ
の
開
設
に
よ
っ
て
多
く
の
新
た
な
事

業
に
着
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
障
碍
の
あ
る
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
そ
の
作
品
の
魅
力
を
社
会
に
広
く
発

信
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
経
済
的
自
立
や
社
会
参

加
に
微
力
な
が
ら
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ア
ト
リ
エ
の
移
転
後
も
引
き
続
き
障
碍
者
芸

術
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
、
関
係
者
・
関
係
機
関

を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
京
都
の
文
化

芸
術
の
進
展
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

イギリスのアート冊子表紙に作品掲載

ア
ト
リ
エ
の
移
転
に
つ
い
て
（
予
定
）　

令
和
２
年
度
「
公
益
財
団
法
人
京
遊
連
社
会
福

祉
基
金
助
成
」
に
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
27
日
（
金
）、
左
京
区
鹿
ケ
谷
に
あ
る
同

基
金
本
部
ビ
ル
で
の
贈
呈
式
に
お
い
て
助
成
金
を

頂
き
ま
し
た
。
本
年
度
の
助
成
金
は
、
本
会
報
Ｐ

２
の
『
公
共
空
間
に
ア
ー
ト
の
彩
り
！
』
展
の
記

事
に
も
あ
る
よ
う
に
、
作
品
ポ
ス
タ
ー
パ
ネ
ル
の

制
作
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

京
遊
連
社
会
福
祉
基
金
助
成
の
採
択

N

北大路通

千
本
通

船岡山公園

京都市立
紫野高等学校

佛教大学

京
都

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス

千本北大路交
差点

新
ア
ト
リ
エ

バス停

バス停

バス停

バス停

バス停
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■ 
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ
様
の

　

年
賀
状
に
ア
ー
カ
イ
ブ
作
品
が
採
用
！

２
０
２
１
年
の
株
式
会
社
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｈ
Ｄ

グ
ル
ー
プ
様
の
年
賀
状
に
当
機
構
登
録
作
家
の
作

品
を
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

採
用
さ
れ
た
作
品
は
、TSU

CH
IYA AKIO

さ

ん
の
「
も
み
じ
と
牛
の
親
子
」。
干
支
の
丑
に
ち
な

ん
だ
作
品
で
、
も
み
じ
の
山
を
背
景
に
カ
ラ
フ
ル
な

牛
の
親
子
が
楽
し
そ
う
に
草
を
食
ん
で
い
る
様
子
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
、
昨
年
よ
り
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
グ
ル
ー
プ

の
年
賀
状
に
当
機
構
の
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
の
中
か
ら

干
支
に
ち
な
ん
だ
作
品
を
採
用
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

■ （
公
社
）
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会
の

「Philanthropy

」
誌
表
紙
に
作
品
採
用

公
益
社
団
法
人
日
本
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
ピ
ー
協
会

が
発
行
す
る
機
関
誌
「Philanthropy

」
の
昨
年

10
月
号
に
三
津
田
一
輝
さ
ん
の
作
品
「
ラ
イ
オ
ン
」、

本
年
２
月
号
にTSU

CH
IYA AKIO

さ
ん
の
作
品

「
菊
の
花　

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
牛
物
語
」
が
採
用

さ
れ
ま
し
た
。

TSU
CH

IYA

さ
ん
の
作
品
が
同
誌
の
表
紙
を
飾

吉村建設工業（株）
京都市中京区西ノ京小倉町135番地

075-802-1360

【
表
紙
の
作
品
に
つ
い
て
】

石
田
は
天
才
ア
ー
ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
新
道
ア
ト
リ
エ
で
は
、
東
京

ディ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
エ
レ
ク
ト
リ
カ
ル
パ
レ
ー
ド
を
描
い
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
自
宅
で
描
く
の
は
多
彩
な
色
と
あ
ふ
れ
ん

ば
か
り
の
言
葉
、
そ
し
て
随
所
に
ド
ラ
え
も
ん
を
模
し
た
よ
う

な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
散
り
ば
め
た
作
品
で
す
。

　

絵
画
の
鑑
賞
法
の
一
つ
に
「
ま
る
で
作
者
の
頭
の
中
を
の

ぞ
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
」、
ま
た
は
「
作
者
と
同
一
化
す
る
」

と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
観
客
は
た
だ
絵
を
眺
め
る
の
で
は
な

く
、
言
葉
の

洪
水
や
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の

反
復
を
受
け

入
れ
た
時
、

鑑
賞
者
は

「
私
で
は
な

い
人
」
に
な

れ
ま
す
。
そ

ん
な
絵
画
の

愉
楽
に
浸
れ

る
魅
力
に
あ

ふ
れ
た
作
品

で
す
。

京都上鳥羽
の

印刷会社（有）森田美術印刷
京都市南区上鳥羽火打形町12  ☎ 075-692-3131

妙心寺 塔頭

　　   養  徳  院
永代供養のお寺　075-461-2898

〈
編
集
後
記
〉

当
機
構
は
本
年
８
月
に
法
人
設
立
10
周
年
を
迎
え
ま
す
。

ま
た
、
新
道
ア
ト
リ
エ
も
開
設
か
ら
足
掛
け
10
年
と
な
り
、

登
録
作
家
も
40
人
を
超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
登
録
作
家
さ
ん
や
ご
家
族
、
京

都
府
や
京
都
市
、
京
都
市
教
育
委
員
会
、
関
係
者
の
皆
さ

ま
に
加
え
、ボ
ラ
ン
ティ
ア
の
方
々
、事
務
局
ス
タ
ッ
フ
な
ど
、

す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
４
月
に
は
新
た
に
楽
只
ア
ト
リ
エ
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
制
作
環
境
の
さ
ら
な
る
充

実
と
制
作
分
野
の
拡
大
、
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ
の
利
用
促
進
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
ま
だ
ま
だ
収
束
の
気
配

は
見
え
ま
せ
ん
が
、
そ
ん
な
中
に
あ
っ
て
も
、
作
品
を
生
み
出

し
、広
く
社
会
に
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。天
才
ア
ー

ト
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
は
、
そ
ん
な
創
造
の
場
と
発
表
の
場
を
今
後

も
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

広告協賛企業（順不同）
わたしたちは天才アート KYOTO の活動に賛同しています

『無題』　石田 百恵　Momoe Ishida　2002 年生
W440×H310mm　紙・ペン　2020 年制作

る
の
は
、２
０
１
８
年
８
月
号
に
続
き
２
回
目
で
す
。

こ
の
よ
う
な
依
頼
の
背
景
に
は
、
作
品
ア
ー
カ
イ
ブ

公
開
が
大
き
く
寄
与
し
て
い
ま
す
。

■ 
会
員・寄
付
お
よ
び

   

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
て
い
ま
す

支
援
し
て
い
た
だ
け
る
会
員
や
寄
付
、
ま
た
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
http://tensai-art.kyoto

■ 

広
告
主
さ
ま 

募
集
中
！

『
会
報 

天
才
ア
ー
ト
』
は
、
当
機
構
の
活
動
に
ご

賛
同
い
た
だ
け
る
企
業
様
や
団
体
・
組
織
の
広
告

協
賛
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
会
報
の
発
行
部
数
は

毎
号
３
、５
０
０
部
で
、
会
員
・
協
賛
団
体
、
関
係

機
関
、
各
地
の
美
術
館
な
ど
に
配
布
・
配
架
を
し

て
い
ま
す
。
１
枠
（
55
×
22
㎜
）：
１
万
円
〜
（
４

回
掲
載
）

●
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
は
、

info@
tensai-art.kyoto

ま
で


